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広
告
の
お
申
し
込
み
は

秘
書
・
広
報
課
ま
で

◀
◀
◀

広
告

　中村さんは、元々勝山ご出身で東京でグラ
フィックデザイン会社を経営され、3年前に会
社をクローズして勝山へ。勝山を活動エリア
としてお仕事を続けておられます。
　「ぼちぼち、東京に飽きたから…」というの
が戻ってこられた理由で、豊かな自然の中で
趣味の里山散策のついでに、釣りや写真、ウ
インタースポーツを愉しんでおられます。
　特に写真に関しては、勝山を離れて40数年
と長く、まったく勝山の事がわからないので、
この眼で観たかったのが動機となり、Ｕター
ンしてからの３年間、下荒井から小舟渡あた
りのエリアを隈無く撮り続けることで「いま」
の勝山を感じることができ、シャッターを切
るのが楽しくなってきたそうです。
　また、写真を通じて、「勝ちゃまの最大の魅
力は春夏秋冬の『美』があること。この「まち」

にはオモシェお宝イメージがまだまだ埋もれ
ている」と感じたそうです。
　平成25・26年度において、平泉寺全国発信
プロジェクトのグラフィック監修をされ、「ま
ほろば」のロゴマークデザイン、パンフレッ
トや土産品企画などのデザイン監修を手掛け
られました。また、勝山市公式ホームページ
のトップページのデザイン制作も行い、自ら
が撮った写真を日替わりで提供されています。
今後の活動が楽しみですね。

中村　潤一さん（６３）
＝芳野町２＝

出会い・ふれあい出出出出会会会いいい・・・ふふれれれあああいい
「自然の中で遊びたい」
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平
成
27
年
度
の

区
長
さ
ん

 

行
政
と
地
区
住
民
の
橋
渡
し
役

と
し
て
ご
活
躍
い
た
だ
く
区
長
を

ご
紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

◎
地
区
区
長
会
長

○
同
副
会
長　

☆
同
理
事

勝
山
地
区
▼

元
禄
＝
安
田
和
夫
、
元
町
２
丁
目

＝
横
山
邦
広
、
☆
元
町
３
丁
目
＝

齊
藤
與
四
郎
、
☆
昭
和
町
１
丁
目

＝
皿
澤
秀
夫
、
昭
和
町
２
丁
目
＝

前
田
耕
一
、
昭
和
町
３
丁
目
＝
酒

井
正
光
、
旭
町
１
丁
目
＝
杖
谷
雄

次
、☆
旭
町
２
丁
目
＝
羽
生
英
昭
、

旭
毛
屋
町
＝
山
川
栄
次
、
○
立
川

町
＝
松
山
健
一
、
上
郡
＝
石
井
範

國
、
上
袋
田
＝
油
谷
和
典
、
下
袋

田
＝
玉
木
惣
一
郎
、
☆
上
後
＝
松

山
正
二
、
◎
中
後
＝
杉
平
信
夫
、

☆
下
後
＝
池
田
高
秋
、
上
長
渕
＝

木
村
嘉
雄
、
☆
下
長
渕
＝
川
端
浩

二
、
○
富
田
＝
木
下
潔
、
☆
沢
町

＝
北
川
誠
一
、
芳
野
町
＝
安
岡
明

治猪
野
瀬
地
区
▼

猪
野
口
＝
藤
木
耕
読
、
◎
若
猪
野

＝
松
山
保
雄
、高
島
＝
加
藤
久
栄
、

西
高
島
＝
三
觜
博
信
、
毛
屋
＝
中

村
誠
一
郎
、○
猪
野
＝
天
野
義
廣
、

片
瀬
＝
竹
原
幸
雄
、
片
瀬
町
＝
坂

口
卓
三
、
岡
横
江
＝
長
谷
川
昌
浩

平
泉
寺
地
区
▼

○
平
泉
寺
＝
大
久
保
満
、
◎
赤
尾

＝
福
田
豊
彦
、笹
尾
＝
手
塚
秀
一
、

大
渡
＝
大
上
譲
、
壁
倉
＝
永
井
仁

美
、
岩
ケ
野
＝
南
都
志
男
、
大
矢

谷
＝
山
内
肇
治
、
小
矢
谷
＝
中
山

茂
治
、
神
野
＝
沢
榮
治
、
経
塚
＝

藪
繁
光
、
平
泉
寺
町
上
野
＝
窪
瀬

正
直

村
岡
地
区
▼

○
滝
波
町
＝
川
原
龍
夫
、
◎
郡
町

＝
今
井
克
己
、五
本
寺
＝
小
倉
等
、

黒
原
＝
前
田
寿
夫
、
栃
神
谷
＝
田

中
一
郎
、
暮
見
＝
中
村
長
則
、
○

寺
尾
＝
前
田
吉
一
、
浄
土
寺
＝
秦

邦
夫
、
長
山
町
＝
門
徳
雄

北
谷
地
区
▼

中
尾
＝
中
山
茂
一
、
北
六
呂
師
＝

加
藤
英
孝
、◎
河
合
＝
斎
藤
邦
夫
、

木
根
橋
＝
佐
々
木
貞
夫
、
小
原
＝

杉
吉
政
巳
、
○
谷
＝
田
中
久
明
三

野
向
地
区
▼

◎
龍
谷
＝
田
中
政
男
、
竹
林
＝
吉

元
禎
、
○
聖
丸
＝
西
出
健
一
、
深

谷
＝
平
林
真
一
、
薬
師
神
谷
＝
山

内
則
人
、
牛
ケ
谷
＝
清
水
嘉
夫
、

北
野
津
又
＝
小
泉
強
、
横
倉
＝
北

川
雅
敏

荒
土
地
区
▼

○
松
田
＝
松
村
清
雄
、
田
名
部
＝

丹
後
俊
夫
、
布
市
＝
黒
田
巌
、
清

水
島
＝
布
川
守
、
北
新
在
家
＝
石

川
健
治
、
別
所
＝
横
山
俊
一
、
境

＝
山
内
博
、
戸
倉
＝
谷
口
隆
次
、

西
ケ
原
＝
袖
川
源
也
、
○
新
道
＝

西
川
満
、
細
野
口
＝
下
牧
紘
一
、

北
宮
地
＝
田
中
嘉
榮
、
堀
名
＝
石

井
勲
、
中
清
水
＝
石
塚
猛
、
伊
波

＝
皿
澤
吉
朗
、
妙
金
島
＝
齋
藤
治

一
、
新
保
＝
多
田
陽
一
、
◎
松
ケ

崎
＝
玉
木
憲
治

北
郷
地
区
▼

西
妙
金
島
＝
稲
垣
健
二
、
檜
曽
谷

＝
津
田
四
十
四
、
新
町
＝
鈴
木
八

束
、
志
比
原
＝
小
林
学
樹
、
上
森

川
＝
笠
松
邦
造
、
下
森
川
＝
笠
川

吉
盛
、
○
東
野
＝
田
中
房
一
、
伊

知
地
＝
川
村
謙
一
、
◎
坂
東
島
＝

笠
松
平
明
、
北
郷
町
上
野
＝
木
下

俊
毅

鹿
谷
地
区
▼

保
田
＝
松
名
昭
一
、
西
光
寺
＝
寺

本
利
通
、
北
西
俣
＝
辻
敏
憲
、
○

矢
戸
口
＝
尾
崎
清
、
本
郷
＝
山
内

茂
生
、
西
遅
羽
口
＝
飯
田
保
、
東

遅
羽
口
＝
石
田
忠
夫
、
杉
俣
＝
山

内
義
明
、
志
田
＝
吉
田
久
夫
、
◎

発
坂
＝
嶋
田
基
昭
、
保
田
出
村
＝

廣
田
栄
治

遅
羽
地
区
▼

○
下
荒
井
＝
早
川
義
保
、
◎
嵭
崎

＝
新
門
潔
、
大
袋
＝
斎
藤
勝
、
新

道
＝
酒
井
邦
春
、
北
山
＝
斎
藤
佐

智
雄
、
蓬
生
＝
斎
藤
正
夫
、
中
島

＝
松
山
滋
貞
、千
代
田
＝
伊
藤
清
、

比
島
＝
太
田
穣

行政相談委員のご紹介行政相談委員のご紹介くらしのご相談承りますくらしのご相談承ります
　

意
識
調
査
や
啓
発
事
業
な

ど
の
消
費
者
行
政
に
ご
協
力

い
た
だ
く
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
や

モ
ニ
タ
ー
に
、
次
の
方
々
を

委
嘱
し
ま
し
た
。
く
ら
し
に

関
す
る
ご
相
談
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。（

順
不
同
、
敬
称
略
）

◆
平
成
27
年
度
勝
山
市

く
ら
し
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　

朝
井　

和
美

　

大
瀬　

浪
子

　

林　
　

一
惠

　

山
内　
　

博

◆
平
成
27
年
度
勝
山
市

消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー

勝
山
地
区
▼
松
村　

正
子

　
　
　
　
　

江
守　

郁
代

猪
野
瀬
地
区
▼
鳥
山　

幸
子

平
泉
寺
地
区
▼
牧
野
久
美
子

村
岡
地
区
▼
鈴
木
ひ
ろ
美

北
谷
地
区
▼
田
中
久
明
三

野
向
地
区
▼
小
泉
一
二
三

荒
土
地
区
▼
多
田　

恭
子

北
郷
地
区
▼
髙
野
美
由
樹

鹿
谷
地
区
▼
山
口
千
佳
子

遅
羽
地
区
▼
小
池　

絹
子

問　

市
民
課
（
市
役
所
１
階
）

☎
88
‐
８
１
０
３

　

４
月
１
日
付
け
で
下
記
の

２
名
の
方
が
、
総
務
大
臣
か

ら
行
政
相
談
委
員
に
委
嘱
さ

れ
ま
し
た
。
任
期
は
２
年
間

で
す
。

　

行
政
相
談
委
員
は
皆
さ
ん

と
行
政
の
間
に
立
ち
、
問
題

解
決
の
お
手
伝
い
を
し
ま

す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は

厳
守
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

再
委
嘱
（
敬
称
略
）

　

深
谷　

久
枝
＝
元
町
１
＝

　

木
村
美
智
子
＝
昭
和
町
１
＝

定 

例
相
談
日
▼
毎
月
第
３
水

曜
日　

午
前
９
時
〜
正
午

と 

こ
ろ
▼
教
育
会
館
蘭
・
桜

の
間

問　

未
来
創
造
課

　
　
　
（
市
役
所
２
階
）

☎
88
‐
1
1
1
5
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的
に
行
い
、
市
民
を
は
じ
め
、
多

く
の
人
に
喜
ん
で
利
用
し
て
い
た

だ
け
る
新
体
育
館
の
建
設
を
推
進

し
ま
す
。

問　

新
体
育
館
整
備
課

☎
88
‐
８
１
２
２

　

待
望
の
新
体
育
館
建
設
工
事

は
、
昨
年
５
月
12
日
の
起
工
式
か

ら
１
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
現
在

の
工
事
進
ち
ょ
く
率
は
50
％
（
４

月
末
時
点
）
に
達
し
、
観
覧
席
を

含
む
ア
リ
ー
ナ
の
骨
組
み
が
完
成

し
ま
し
た
。

　

国
道
１
５
７
号
か
ら
は
、
勝
山

市
の
新
た
な
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
な

る
新
体
育
館
の
円
形
の
骨
格
が
見

え
ま
す
。

　

今
後
、
引
き
続
き
躯
体
、
屋
根

な
ら
び
に
外
装
工
事
を
行
い
、
内

装
工
事
に
入
る
予
定
で
す
。
併
せ

て
、
平
成
28
年
度
の
早
期
オ
ー
プ

ン
に
向
け
新
体
育
館
周
囲
の
駐
車

場
な
ど
の
工
事
に
も
着
手
し
て
い

ま
す
。
な
お
、
屋
根
工
事
が
完
了

す
る
９
月
頃
に
、
市
民
向
け
工
事

現
場
見
学
会
の
開
催
を
予
定
し
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
今
年
度
は
、
平
成
30
年
に

開
催
さ
れ
る
福
井
国
体
の
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
お
よ
び
綱
引
競
技
会
場
と

な
る
新
体
育
館
の
オ
ー
プ
ン
に
向

け
て
の
準
備
や
Ｐ
Ｒ
活
動
も
本
格

国
体
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
会
場　

国
体
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
会
場　

　
　
　
　
　

着
工
か
ら

　
　
　
　
　

着
工
か
ら
11
年
を
経
て

年
を
経
て

新体育館、姿現す

新体育館　正面より
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遅
羽
公
民
館
「
縄
文
遺
跡
等
資

料
室
」
は
、昭
和
57
年
に
完
成
し
、

遅
羽
の
農
村
生
活
の
発
展
と
市
内

遺
跡
か
ら
出
土
し
た
縄
文
時
代
の

遺
物
を
、常
時
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
30
数
年
ぶ
り
の
展
示
替

え
を
行
い
、
５
月
24
日
㈰
よ
り
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
、
よ
り

魅
力
的
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
三
室
山
史
跡
公
園
整
備

促
進
協
議
会
が
、
地
域
活
性
化
策

の
一
環
と
し
て
同
資
料
室
の
日
曜

日
公
開
に
取
り
組
み
ま
す
。
な
お

平
日
は
、
従
来
ど
お
り
開
館
し
ま

す
。

　

ぜ
ひ
、
お
越
し
い
た
だ
き
、
４

５
０
０
年
前
の
縄
文
時
代
に
タ
イ

ム
ス
リ
ッ
プ
さ
れ
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

〈
平　

日
〉

開
館
時
間
▼

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※ 

公
民
館
職
員
に
資
料
室
を
見
学

し
た
い
旨
を
お
伝
え
く
だ
さ
い

〈
日
曜
日
〉

開
館
時
間
▼

５
月
24
日
〜
11
月
８
日
の
日
曜

日　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

※
10
月
18
日
は
休
館

　

資
料
室
は
、
遅
羽
公
民
館
２
階

と
な
り
ま
す
。
車
で
お
越
し
の
方

は
同
公
民
館
の
無
料
駐
車
場
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、県
指
定「
三
室
遺
跡
」が
、

同
公
民
館
か
ら
徒
歩
10
分
の
所
に

あ
り
ま
す
。
入
口
か
ら
頂
上
ま
で

10
分
の
行
程
で
、
勝
山
市
街
地
な

ど
を
見
渡
せ
る
展
望
が
、
お
楽
し

み
い
た
だ
け
ま
す
。

問　

史
蹟
整
備
課（教

育
会
館
２
階
）

☎
88
‐
８
１
１
３

勝
山
市
議
会

　
　

臨
時
会
報
告

　

４
月
17
日
㈮
に
勝
山
市
議
会
臨

時
会
が
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

決
ま
っ
た
内
容

◆
補
正
予
算
な
ど

　

平
成
27
年
度
勝
山
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）
を
可
決
し

ま
し
た
。
内
容
は
、
議
員
政
治
倫

理
調
査
特
別
委
員
会
の
設
置
等
に

要
す
る
費
用
等
で
、
一
般
会
計
に

49
万
６
千
円
を
増
額
し
、
総
額
を

１
３
１
億
１
０
７
７
万
１
千
円
と

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
26
年
度
勝
山
市
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）
お

よ
び
勝
山
市
税
条
例
等
の
一
部
改

正
お
よ
び
勝
山
市
国
民
健
康
保
険

条
例
の
一
部
改
正
に
関
す
る
３
件

の
専
決
処
分
を
承
認
し
ま
し
た
。

◆
そ
の
他

　

議
員
政
治
倫
理
調
査
特
別
委
員

会
の
設
置
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

縄
文
遺
跡
等
資
料
室
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
!!!!

遅
羽
公
民
館
に

遅
羽
公
民
館
に
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「
か
つ
や
ま
買
い
物
お
じ
ょ
ー
ず
商
品
券
」

「
か
つ
や
ま
買
い
物
お
じ
ょ
ー
ず
商
品
券
」

が
販
売
さ
れ
ま
す

が
販
売
さ
れ
ま
す

　

市
内
の
「
か
つ
や
ま
買
い
物
お
じ
ょ
ー

ず
商
品
券
」
取
扱
店
で
使
用
で
き
る
商
品

券
を
販
売
し
ま
す
。
大
変
お
得
な
商
品
券

で
す
。
ぜ
ひ
ご
購
入
く
だ
さ
い
。

　

今
回
２
万
３
１
０
０
セ
ッ
ト
の
商
品
券

を
発
行
し
て
お
り
、
２
回
の
販
売
期
間
を

設
け
ま
す
が
、
完
売
し
た
時
点
で
販
売
終

了
と
な
り
ま
す
の
で
お
早
め
に
ご
購
入
く

だ
さ
い
。

価　

格
▼
１
セ
ッ
ト　

１
万
円

　
（
内
訳
）
一
般
用
商
品
券

　

１
０
０
０
円
×
11
枚

　
　
　
　

  

小
規
模
店
専
用
商
品
券

５
０
０
円
券
×
２
枚

※ 

５
０
０
円
券
は
、
一
定
規
模
を
超
え
る

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
ホ
ー
ム
セ
ン

タ
ー
、
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
お
よ
び
県
外

に
本
社
・
本
店
が
あ
る
店
舗
で
は
使
用

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い

使
用
期
限
▼
10
月
31
日
㈯

第
１
回
販
売

と　

き
▼
５
月
30
日
㈯
〜
６
月
３
日
㈬

　
（
平
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
７
時

　
（
土
日
）
午
前
９
時
〜
午
後
７
時

と
こ
ろ
▼
市
民
会
館
１
階
ロ
ビ
ー

購 

入
限
度
▼
勝
山
市
民
（
18
歳
以
上
）
を

対
象
に
世
帯
員
１
人
に
つ
き
１
セ
ッ
ト

ま
で
（
最
大
５
セ
ッ
ト
）

※ 

購
入
の
際
に
は
、
本
人
確
認
書
類
（
運

転
免
許
証
な
ど
）
が
必
要
で
す

第
２
回
販
売

と　

き
▼
６
月
24
日
㈬
〜
６
月
28
日
㈰

　
（
平
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
７
時

　
（
土
日
）
午
前
９
時
〜
午
後
７
時

と
こ
ろ
▼
市
民
会
館
１
階
ロ
ビ
ー

※ 

勝
山
サ
ン
プ
ラ
ザ
で
も
６
月
24
日
以
降

（
販
売
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時
）

完
売
す
る
ま
で
販
売
し
ま
す

購 

入
限
度
▼
５
セ
ッ
ト
ま
で

※
勝
山
市
民
以
外
の
方
も
購
入
可
能

問　

勝
山
商
工
会
議
所 

☎
88
‐
0
4
6
3

　
　

商
工
振
興
課 

☎
88
‐
8
1
0
5

子育て世帯
臨時特例給付金

消費税率引上げの影響などを踏まえ、子育て世帯に対して、
臨時特例的な給付措置として実施します。

子育て世帯の負担を緩和します！

かつや
ま買い

物おじ
ょーず

キャン
ペーン

事業

№ 000
000

使用期
間：平

成27年
５月30

日～平
成27年

10月3
1日まで

※有効
期間を

過ぎた
商品券

は使用
できま

せん。

一般店
用商品

券

発 行
者

問合せ
先
／勝山

市

／勝山
商工会

議所
かつやかつやかつやかつやかつやかつやかつやかつやかつやかつやかつやかつやかつやま買

いま買いま買いま買いま買いま買いま買いま買いま買いま買いま買いま買いま買い物お
じ物おじ物おじ物おじ物おじ物おじ物おじ物おじ物おじ物おじ物おじ物おじ物おじょー

ずょーずょーずょーずょーずょーずょーずょーずょーずょーずょーずょーずょーず商品
券商品券商品券商品券商品券商品券商品券商品券商品券商品券商品券商品券商品券

￥1,000
使用 ※有

かつや
ま買い

物おじょー
ず商品券

№ 000
00

￥500
※有効

期間を
過ぎた

商品券
は使用

できま
せん。

発 行
者

問合せ
先
／勝山

市

／勝山
商工会

議所

かつや
ま買い

物おじ
ょーず

キャン
ペーン

事業

使用期
間：平

成27年
５月30

日～平
成27年

10月3
1日まで

小規模
店用商

品券

か
つ
や
ま
買
い
物
お
じ
ょ
ー
ず
商
品
券

支 給 要 件
○支給対象者
　平成27年６月分の児童手当を受給される方
※ただし、特例給付を受給される方は対象外
○対象児童
　支給対象者の平成27年６月分の児童手当の対
象となる児童
○支給額
　対象児童１人につき3,000円

注　意　事　項
•児童手当の現況届が未提出の場合などには不支給となる場合があります。
•転入出をされた場合には申請先市町村が異なる場合がありますのでお問い合わせください。

問　福祉・児童課（すこやか内）☎87 ｰ 0777

申 請 方 法
○申請先　
　福祉・児童課（臨時窓口を開設予定）
○申請時期
　平成27年6月下旬（児童手当現況届と同時期）
○提出書類
　対象者には、申請開始時期前に郵送にて必要書
類などを、児童手当の現況届と併せて送付します。

給付金の受取方法
　申請書に記載した指定口座に入金します。基本
的には児童手当の振込先口座となります。
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日曜健診は午前7時30分から、すこやかで受付しています
（日曜健診の日程）6月28日、7月12日、9月13日、11月29日

平成27年度の日曜健診では歯科健診も実施します。（※歯科健診の受診には予約が必要です）

受けて安心！特定健診 特定健診受診券を送付します特定健診受診券を送付します
～生活習慣病は“早期発見・早期改善”～～生活習慣病は“早期発見・早期改善”～

国
保

　生活習慣病は自覚症状がないうちに進行し、異
常を感じた時にはすでに重症化していることが多
いのが特徴です。今後も健康にお過ごしいただく
ために、特定健診を受診して自分のからだを知り
ましょう！

　【負担額】　1,300円
　（非課税世帯 600円　※事前申請が必要です）
　※がん検診のご案内も同封します

　【負担額】　無　料
　※ 75歳に達する年度に特定健診を受診されな
かった方は、後期高齢者健診の対象となりま
す

【注意事項】
•受診券は５月下旬に発送します
• 受診券には有効期限などが記載されていますの
でご確認ください
• 公民館・すこやかで行う集団健診で受診、また
は、指定の医療機関へお申し込みのうえ受診し
てください
• 国保の人間ドック、脳ドックを申し込まれた方
へは、重複受診となるため受診券は送付されま
せん
• 5月以降の国民健康保険加入者へは受診券が送
付されませんので、受診をご希望の方は健康長
寿課へお申し込みください
• 受診時には「受診券」と「被保険者証」をお持
ちください
問　健康長寿課（すこやか内）☎87 ｰ 0888

国民健康保険（40歳～ 74歳の方）

後期高齢者健診（75歳以上の方）

平
成
26
年
度

　
　
　

勝
山
市
消
費
生
活
相
談
の
概
要

　

勝
山
市
消
費
者
セ
ン
タ
ー
が
平
成
26
年

度
に
受
け
付
け
た
相
談
は
３
０
０
件
（
苦

情
２
２
５
件
、
問
い
合
わ
せ
75
件
）
で
し

た
。

　

不
審
な
訪
問
や
電
話
勧
誘
な
ど
に
つ
い

て
の
相
談
が
増
加
し
ま
し
た
。
ど
の
分
野

の
相
談
に
も
70
歳
以
上
の
方
か
ら
の
相
談

が
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
高
齢
者
が

狙
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

苦
情
相
談
（
2
2
5
件
）
の
特
徴

• 

70
歳
以
上
の
方
か
ら
の
相
談
が
１
１
６

件
で
あ
り
、
そ
の
相
談
内
容
の
多
く
は

不
審
な
勧
誘
や
詐
欺
に
関
す
る
も
の

• 

プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
や
電
話
回
線
な
ど
の
強

引
な
販
売
に
関
す
る
相
談
が
増
加

• 

当
セ
ン
タ
ー
が
交
渉
な
ど
仲
介
す
る
こ

と
で
解
決
し
た
相
談
は
59
件
（
全
体
の

26
・
2
％
）

問　

市
民
課
（
市
役
所
１
階
）

☎
88
‐
８
１
０
３

５
月
は
消
費
者
月
間
で
す
。

　
「
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
！

　
　

 

消
費
者
が
主
役
の
社
会
!!
」

夜
間
特
別
相
談

　

と
き
▼
5
月
19
日
㈫ 

午
後
7
時
〜
8
時

　

と
こ
ろ
▼
市
役
所
１
階
相
談
室

平成22～ 26年度消費生活相談件数推移

0

50

100

150

200

250

300

350
（件）

平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度

285
300 299

321
300

平成26年齢別相談者割合

50歳代
12％

60歳代
19％

70歳代
52％

40歳代
 7％

30歳代  4％
20歳代  3％20歳未満  1％

その他・不明
2％
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地
域
見
守
り
協
定
を
新
た
に
締
結

地
域
見
守
り
協
定
を
新
た
に
締
結
!!!!

　

４
月
16
日
に
「
地
域
見
守
り
活

動
協
力
に
関
す
る
協
定
」
の
調
印

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
、

ガ
ス
や
電
気
、
新
聞
な
ど
の
23
事

業
所
と
協
定
を
結
ん
で
い
ま
し
た

が
、
新
た
に
タ
ク
シ
ー
や
運
送
、

コ
ン
ビ
ニ
な
ど
15
事
業
所
が
加
わ

り
、
合
計
38
事
業
所
の
ご
協
力
を

得
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

○
朝
日
・
毎
日
新
聞
勝
山
販
売
所

○
勝
山
運
送
有
限
会
社

○
勝
山
市
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会

（
17
事
業
所
加
入
）

○
勝
山
自
動
車
株
式
会
社

○
勝
山
タ
ク
シ
ー
株
式
会
社

○
サ
ー
ク
ル
Ｋ
サ
ン
ク
ス

元
町
１
丁
目
店

○
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン

旭
町
店
・
郡
町
店

○
大
福
交
通
有
限
会
社

○
中
日
新
聞
勝
山
販
売
所

○
日
本
郵
便
株
式
会
社

　

勝
山
郵
便
局

○
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト

　

旭
町
２
丁
目
店
・
荒
土
町
店
・

　

北
郷
店
・
郡
町
店
・
南
店

○
福
井
県
民
生
活
協
同
組
合

○
福
井
新
聞
勝
山
販
売
所

○
北
陸
電
力
株
式
会
社

　

奥
越
営
業
所

○
ヤ
マ
ト
運
輸
株
式
会
社

　

福
井
主
管
支
店

○
ロ
ー
ソ
ン
旭
町
店
・
郡
町
店

地
域
見
守
り
協
定
っ
て
？

　

高
齢
者
な
ど
へ
の
配
達
や

集
金
で
異
変
を
感
じ
た
場
合

や
、
市
内
に
行
方
不
明
高
齢

者
な
ど
が
発
生
し
た
場
合
に
、

日
常
業
務
の
中
で
情
報
の
提

供
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

地
域
見
守
り
協
定

　
　
　
　

事
業
所
一
覧

（
50
音
順
）

勝
山
市
行
方
不
明
高
齢
者
等

情
報
提
供
体
制
に
つ
い
て

　

高
齢
者
な
ど
が
徘
徊
な
ど
で
行
方
不
明
に
な
っ
た
場
合
、
警
察
や
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
ご
連
絡
を
い
た
だ
く
こ
と
で
、
地
域
見
守
り

協
定
の
事
業
所
や
市
内
の
協
力
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
な
ど
と
連
携
し

て
行
方
不
明
者
の
早
期
発
見
に
努
め
ま
す
。

認
知
症
の
方
を

認
知
症
の
方
を

介
護
さ
れ
て
い
る

介
護
さ
れ
て
い
る

ご
家
族
の
方
へ

ご
家
族
の
方
へ

　

徘
徊
な
ど
で
行
方
不
明
に
な
る

お
そ
れ
の
あ
る
場
合
は
、
い
ざ
と

い
う
時
の
た
め
に
写
真
な
ど
の
捜

索
の
参
考
と
な
る
情
報
の
準
備
を

お
願
い
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
勝

山
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
「
行
方

不
明
者
捜
索
依
頼
書
」
の
様
式
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

準
備
し
て
い
た
だ
き
た
い
情
報

•
身
長
、
体
型
、
髪
型

• 

行
き
そ
う
な
場
所
（
以
前
の
居

住
地
や
好
き
な
場
所
）

•
癖
、
行
動
の
特
徴

•
過
去
の
徘
徊
経
歴

•
写
真 

な
ど

問　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

「
や
す
ら
ぎ
」（
す
こ
や
か
内
）

☎
87
‐
０
９
０
０
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恐竜渓谷ふくい勝山ジオパーク
●
池
ヶ
原
湿
原
の
成
り
立
ち

　

平
泉
寺
町
池
ヶ
原
に
は
、
約

１
・
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
面
積
の

池
ヶ
原
湿
原
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
湿
原
の
あ
る
六
呂
師
高
原

は
、
経
ヶ
岳
火
山
の
大
規
模
な

山
崩
れ
の
際
に
流
れ
運
ば
れ
て

き
た
土
砂
な
ど
が
厚
く
堆
積
し

て
い
ま
す
。
そ
の
堆
積
物
が
地

す
べ
り
を
起
こ
し
て
で
き
た
凹

地
に
湧
水
や
雨
水
が
貯
ま
っ
て

池
ヶ
原
湿
原
が
形
成
さ
れ
た
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
貴
重
な
湿
地
植
物

　

こ
の
湿
原
に
は
、
多
様
な
湿

地
性
植
物
や
昆
虫
な
ど
の
生
き

物
が
生
息
し
て
い
ま
す
。
む
か

し
、
か
や
ぶ
き
屋
根
や
雪
囲
い

な
ど
に
使
用
さ
れ
て
い
た
ヨ
シ

が
生
育
し
、
中
央
部
で
は
オ
オ

ミ
ズ
ゴ
ケ
、
木
道
脇
で
は
ミ
ズ

チ
ド
リ
や
ト
キ
ソ
ウ
、
カ
キ
ラ

ン
、
モ
ウ
セ
ン
ゴ
ケ
、
オ
オ
ニ

ガ
ナ
な
ど
の
貴
重
な
湿
地
性
植

物
の
観
察
が
行
え
ま
す
。

●
守
り
、
伝
え
、
学
ぶ
活
動

　

近
年
、
地
域
住
民
や
平
泉
寺

小
学
校
の
児
童
・
保
護
者
、
県

内
各
地
か
ら
集
ま
っ
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
携
わ
り
、
湿
地
の
生

態
系
を
回
復
さ
せ
る
保
全
活
動

と
し
て
ヨ
シ
刈
り
な
ど
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
湿
原
を

使
っ
た
観
察
会
や
、
よ
し
ず
作

り
な
ど
が
地
域
や
学
校
で
行
わ

れ
て
お
り
、
池
ヶ
原
湿
原
の
存

－第10回－　保全活動により蘇る生態系・池ヶ原湿原－第10回－　保全活動により蘇る生態系・池ヶ原湿原

在
と
価
値
が
見
直
さ
れ

て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
に
つ
い
て
は
、

「
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
・
リ
レ
ー

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
に
お
い
て
、
事

例
発
表
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
６
月
27
日
㈯
に
は
池
ヶ

原
湿
原
連
絡
協
議
会
が
主
催
の
ヨ

シ
刈
り
、
７
月
５
日
㈰
に
は
観
察

会
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

問 　

ジ
オ
パ
ー
ク
ま
ち
づ
く
り
課

（
市
役
所
２
階
）

☎
88
‐
８
１
２
６

白山ユネスコエコパーク・リレーシンポジウム白白白白白白白白白白白白白白白白白白白白白白山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山ユユユユユユユユユユユユユユユユユネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネススススススススススススススススススススココココココココココココココココココエエエエエエエエエエエエエエエエエエココココココココココココココココココパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパーーーーーククククククククククククククククククククククク・・・・・・リリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレーーーーーシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウムムムムムムムムムムムムムムムムムムムム

と　き▶5月30日㈯　午後1時30分～ 4時
ところ▶白山平泉寺歴史探遊館　まほろば

内　容▶講演「山を財産とした南アルプスユネスコエコパークの未来」
　　　　　　講師：南アルプス市総合政策部　
　　　　　　　　　　　ユネスコエコパーク推進室　廣瀬 和弘 氏
　　　　講演「デジタルによる白山平泉寺の記録と発信」
　　　　　　講師：勝山市教育委員会 史跡整備課 世界遺産推進室

阿部　来 氏
　　　　発表「池ヶ原湿原の保全活動」
　　　　　　発表者：平泉寺小学校の児童

主　催▶白山ユネスコエコパーク協議会

問　ジオパークまちづくり課（市役所2階）☎88 ｰ 8126

“ユネスコエコパークで再発見する地域の魅力”
申込不要
参加無料

池ヶ原湿原の池ヶ原湿原の
地すべり模式図地すべり模式図
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幼稚園・保育園幼稚園・保育園ににあそびにおいでよ♪あそびにおいでよ♪
　市内の公立幼稚園・保育園では、まだ幼稚園や保
育園に通っていないお子さんに対して園を開放し、
自由に安心して遊んでいただいています。
　すべり台、ブランコ、砂場、ホール、ままごと、
絵本や紙芝居などがたくさんあります。お家の人と
一緒に家庭ではできない遊びを楽しんでください。
きっとたのしいことに出会えるよ！！

幼 稚 園

保 育 園

みなみかぜタイム 成器南幼稚園
　毎週火曜日　午前9時30分～ 11時30分
　＜1学期開催日＞
　　5月12日・19日・26日
　　6月2日・16日　7月2日・14日

ちびっこひろば 勝山中部幼稚園
　毎週水曜日　午前9時30分～ 11時30分
　＜1学期開催日＞
　　5月13日・20日・27日
　　6月3日・10日・17日・24日
　　7月15日

子育て相談日 各幼稚園
　毎月第1火曜日　午後4時～

問　成器南幼稚園（元町2丁目18-38）
　　☎88 ｰ 1328
　　勝山中部幼稚園（郡町2丁目2-27）
　　☎88 ｰ 1271

なかよし広場 午前９時30分～ 11時
保育士が子育て相談も受け付けています！

問　野向保育園（野向町竜谷50－47）
　　☎87 ｰ 3888
　　平泉寺保育園（平泉寺町平泉寺164-45甲）
　　☎88 ｰ 4332

ゆきあそびゆきあそび

おかあさんといっしょおかあさんといっしょ
野向保育園
5月13日(水)
6月16日(火)
10月28日(水)
12月24日(木）

平泉寺保育園
5月21日(木)
7月14日(火）
9月30日(水)
11月5日(木）

さかなつりさかなつり

すなあそびすなあそび
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勝山市職員採用候補者前期試験
（大学卒業程度）

受付期間　5月25日㈪～6月23日㈫
　　　　　※午前8時30分～午後5時15分（土、日曜日を除く）
一次試験　7月26日㈰
　　　　　※ 二次試験の日時などについては、一次試験合格者

に通知します
試験会場　福祉健康センター「すこやか」

　

平
成
27
年
度
勝
山
市
職
員
採

用
候
補
者
前
期
試
験
を
、
次
の

と
お
り
実
施
し
ま
す
。

試
験
区
分
・
採
用
予
定
人
員
▼

　

事
務
職　

１
人
程
度

　

保
健
師　

２
人
程
度

受
験
資
格
▼
左
表
の
と
お
り

試 

験
内
容
▼
教
養
試
験
、
適
性

検
査
、
作
文
試
験
、
専
門
試

験
（
保
健
師
の
み
）

申 

込
方
法
▼
試
験
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
総
務
課

人
事
職
員
グ
ル
ー
プ
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い

最
終
合
格
発
表
▼
９
月
中
旬

申
・
問　

総
務
課（
市
役
所
２
階
）

☎
88
‐
１
１
１
３

試験区分・受験資格

試験
区分

受験資格

資格、免許など 生年月日

事務職 問わない
S61.4.2

～

H6.4.1保健師

保健師の資格を有する
人または平成28年３
月末までに保健師の資
格取得が見込まれる人

勝山市職員採用候補者後期試験
（高校卒業程度）

一次試験　9月20日㈰
事 務 職　1人程度
消 防 士　1人
※ 前期試験申込者は後期試験事務職
を受験できません
※ 詳細は広報かつやま7月号でお知
らせします

温
泉
セ
ン
タ
ー「
水
芭
蕉
」

温
泉
セ
ン
タ
ー「
水
芭
蕉
」

料
金
改
定
の
お
知
ら
せ

料
金
改
定
の
お
知
ら
せ

防
災
に
関
す
る
お
知
ら
せ

防
災
に
関
す
る
お
知
ら
せ

福
祉
バ
ス
の
利
用
方
法
が

福
祉
バ
ス
の
利
用
方
法
が

変
わ
り
ま
し
た

変
わ
り
ま
し
た

計
量
器
（
は
か
り
）
の

計
量
器
（
は
か
り
）
の

定
期
検
査

定
期
検
査

　

６
月
１
日
㈪
よ
り
、
料
金
が
改

訂
さ
れ
、
新
た
に
市
民
料
金
、
市

民
以
外
料
金
が
設
定
さ
れ
ま
す
。

勝
山
市
民　

大
人

　

昼
間　

５
１
０
円
↓
５
５
０
円

　

夜
間　

４
１
０
円
↓
４
５
０
円

勝
山
市
民　

子
供

　

昼
間　

３
１
０
円
↓
３
０
０
円

　

夜
間　

２
１
０
円
↓
２
０
０
円

勝
山
市
民
以
外　

　

大
人　

５
１
０
円
↓
６
５
０
円

　

子
供　

３
１
０
円
↓
４
０
０
円

身
体
障
害
者

　

３
１
０
円
↓
４
０
０
円

問　

観
光
政
策
課（
市
役
所
２
階
）

☎
88
‐
８
１
１
７

勝
山
市
防
災
研
修
会

　

災
害
事
例
を
多
く
用
い
た
具
体

的
な
講
演
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
今
後
の
地
区
防
災
活
動
の

参
考
に
積
極
的
な
参
加
を
お
願
い

し
ま
す
。

と　

き
▼
５
月
24
日
㈰

午
前
９
時
15
分
〜
11
時
40
分

　

※
受
付　

午
前
９
時
〜

と
こ
ろ
▼
教
育
会
館
ホ
ー
ル

演　

題
▼
地
域
防
災
力
の

向
上
に
つ
い
て

講 　

師
▼
松
森　

和
人
氏
（
ま
ち

の
防
災
研
究
会 

代
表
）

緊
急
地
震
速
報
訓
練

　

全
国
一
斉
に
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
（
全

国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
）
を
利
用

し
た
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
地

震
が
発
生
し
た
と
い
う
想
定
の
も

と
、
実
際
に
全
防
災
行
政
無
線
か

ら
放
送
が
流
れ
ま
す
。

　

事
前
に
訓
練
周
知
の
放
送
を
行

う
予
定
で
す
。
皆
さ
ま
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

と　

き
▼
５
月
27
日
㈬

午
前
10
時
15
分
ご
ろ

問　

総
務
課
（
市
役
所
２
階
）

☎
88
‐
１
１
１
６

•「
ふ
れ
あ
い
号
」
１
台
で
運
行

•
運
行
範
囲
は
勝
山
市
内
に
限
定

•
団
体
ご
と
に
利
用
回
数
を
設
定

•
事
前
に
計
画
書
の
提
出
が
必
要

　

詳
し
く
は
左
記
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 　

福
祉
・
児
童
課　
（
す
こ
や

か
内
） 

☎
87
‐
０
７
７
７

　

取
り
引
き
・
証
明
に
使
う
計
量

器
は
、
２
年
に
１
回
の
検
査
が
法

律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

検
査
日
程

６
月
17
日
㈬

•
す
こ
や
か

　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

•
猪
野
瀬
公
民
館

　

午
後
１
時
〜
２
時

•
勝
山
北
部
中
学
校

　

午
後
２
時
30
分
〜
４
時

６
月
18
日
㈭

•
市
民
会
館

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

問　

福
井
県
計
量
検
定
所

☎
０
７
７
６
‐
21
‐
8
2
1
8

　
　

商
工
振
興
課（
市
役
所
２
階
）

☎
88
‐
８
１
０
５

火災非常事態宣言
発令中!!

　火災が多発しています！！
　市民一人ひとりが火災予防に努め
ましょう！！
問　消防署　☎88 ｰ 0400
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Popoki
  Column
Popoki
  Column

　

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
昨
年

か
ら
国
際
交
流
員
と
し
て
勝
山
市

役
所
で
働
い
て
い
る
サ
ト
ウ
・
ナ

ン
シ
ー
で
す
。

　

私
は
ハ
ワ
イ
出
身
の
日
系
二
世

で
す
。
大
学
で
日
本
語
と
ア
ジ
ア

研
究
を
勉
強
し
ま
し
た
。
私
の
趣

味
は
読
書
と
山
登
り
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
コ
ラ
ム
の
名

前
で
す
が
気
に
な
り
ま
せ
ん
か
？

Ｐ
ｏ
ｐ
ｏ
ｋ
ｉ
は
ハ
ワ
イ
語
で

「
猫
」
と
い
う
意
味
で
す
。
私
は

猫
が
大
好
き
で
、
猫
を
見
る
と
写

真
を
撮
り
、撫
で
よ
う
と
し
ま
す
。

ハ
ワ
イ
の
実
家
で
は
猫
５
匹
を

飼
っ
て
い
ま
す
。
ハ
ワ
イ
の
こ
と

を
思
い
な
が
ら
、
猫
か
ら
も
ら
っ

た
パ
ワ
ー
を
使
い
な
が
ら
、
毎
日

国
際
交
流
の
業
務
を
し
て
い
ま

す
。

●
ハ
ワ
イ
で
国
際
交
流
し
ま
し
た

　

平
成
26
年
度
勝
山
市
ハ
ワ
イ
青

少
年
交
流
事
業
に
、
３
月
24
日
か

ら
４
泊
６
日
の
日
程
で
、
15
人
の

中
高
生
と
ハ
ワ
イ
州
オ
ア
フ
島
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
私
の
前
任
者
の

オ
ハ
ラ
・
マ
ー
ク
さ
ん
が
始
め
た

事
業
で
す
。
目
的
は
、
ホ
ノ
ル
ル

市
に
あ
る
モ
ア
ナ
ル
ア
高
校
生
徒

と
の
交
流
を
通
し
て
、
ハ
ワ
イ
・

ア
メ
リ
カ
・
英
語
を
学
び
、
そ
し

て
、
ハ
ワ
イ
の
生
徒
に
勝
山
・
福

井
・
日
本
・
日
本
語
を
知
っ
て
も

ら
う
こ
と
で
す
。

　

ハ
ワ
イ
２
日
目
に
、
モ
ア
ナ
ル

ア
高
校
を
訪
問
し
、
英
語
で
の
自

己
紹
介
と
、
３
か
月
間
練
習
し
た

「
Ｃ
Ｕ
Ｐ
Ｓ
」
を
披
露
し
ま
し
た
。

「
Ｃ
Ｕ
Ｐ
Ｓ
」
は
海
外
で
人
気
の

カ
ッ
プ
を
叩
い
て
歌
う
も
の
で
、

左
義
長
囃
子
を
演
奏
し
ま
し
た
。

　

モ
ア
ナ
ル
ア
高
校
生
は
興
味
深

く
見
て
い
て
、
最
後
に
は
笑
顔
で

大
き
な
拍
手
を
送
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
の
フ
リ
ー
ト
ー
ク
で

は
、
お
互
い
に
言
語
を
越
え
て
一

生
懸
命
に
何
か
を
伝
え
よ
う
と
す

る
生
徒
達
に
感
動
し
ま
し
た
。

　

翌
日
は
、
ハ
ワ
イ
の
自
然
や
文

化
を
体
験
し
て
も
ら
う
た
め
、
共

同
遠
足
に
行
き
ま
し
た
。
で
き
る

だ
け
大
人
は
関
わ
ら
ず
に
、
生
徒

同
士
で
交
流
し
ま
し
た
。
学
校
訪

問
の
時
よ
り
打
ち
解
け
、
笑
顔
も

見
ら
れ
、
と
て
も
楽
し
い
時
間
を

過
ご
せ
ま
し
た
。

　

こ
の
交
流
事
業
は
平
成
27
年
度

も
行
う
予
定
で
す
。
今
年
度
も
た

く
さ
ん
の
中
高
生
に
参
加
し
て
も

ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

勝山市国際交流員
サトウ・ナンシー

「CUPS」で左義長囃子を披露

モアナルア高校生と記念撮影

勝
山
市
青
少
年
健
全
育
成

勝
山
市
青
少
年
健
全
育
成

推
進
事
業
の
ご
案
内

推
進
事
業
の
ご
案
内

水
道
等
メ
ー
タ
ー
の

水
道
等
メ
ー
タ
ー
の

定
期
検
査

定
期
検
査

人
権
啓
発
・
青
少
年

人
権
啓
発
・
青
少
年

健
全
育
成
講
演
会

健
全
育
成
講
演
会

　

市
で
は
、
各
地
区
の
団
体
や
市

民
団
体
な
ど
の
青
少
年
健
全
育
成

活
動
に
対
し
、
補
助
要
綱
に
基
づ

き
支
援
を
し
ま
す
。

助 

成
金
額
▼
１
団
体
に
つ
き
上
限

３
万
円
（
予
算
の
範
囲
内
）

※ 

事
業
実
施
予
定
日
の
概
ね
１
ヶ

月
前
ま
で
に
は
申
請
書
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い

問 　

青
少
年
育
成
勝
山
市
民
会
議　

事
務
局 

☎
87
‐
０
１
０
１

　

生
涯
学
習
課（
教
育
会
館
２
階
）

☎
88
‐
８
１
１
４

　

水
道
等
メ
ー
タ
ー
は
、
計
量
法

に
よ
っ
て
８
年
（
検
定
期
間
）
ご

と
の
交
換
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。（
今
年
度
の
交
換
対
象
は

平
成
19
年
度
製
）

　

メ
ー
タ
ー
の
交
換
は
、
来
年
３

月
ま
で
に
市
が
委
託
し
た
勝
山
市

水
道
事
業
協
同
組
合
の
担
当
者

（
市
発
行
の
身
分
証
明
書
を
着
用
）

が
行
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

交
換
に
際
し
て
の
お
願
い

① 

ご
不
在
の
場
合
で
も
、
交
換
の

た
め
敷
地
内
に
入
り
作
業
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す

② 

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
中
や
周

り
に
物
を
置
か
な
い
で
く
だ
さ

い
③ 

メ
ー
タ
ー
の
交
換
は
無
料
で
す

が
、
お
客
様
の
費
用
負
担
が
必

要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
場
合
は
、
事
前
に
ご
連
絡

し
ま
す

問 　

上
下
水
道
課
（
市
民
会
館
２

階
） 

☎
88
‐
８
１
０
９

と　

き
▼
５
月
22
日
㈮

午
後
７
時
20
分
〜
８
時
30
分

と
こ
ろ
▼
す
こ
や
か

演 　

題
▼
問
題
行
動
か
ら
ス
マ

ホ
・
携
帯
電
話
と
子
ど
も
た
ち

の
生
活
を
考
え
る

講　

師
▼
野
澤　

征
子
氏

（
元
大
阪
府
警
少
年
補
導
職
員
）

※ 

か
つ
や
ま
っ
子
応
援
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
全
体
会
内
で
行
う
講
演

会
で
す

問 　

生
涯
学
習
課
（
教
育
会
館
２

階
） 

☎
88
‐
８
１
１
４
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平泉寺散策ツアー開催
■４月29日　白山平泉寺大門周辺観光拠点周辺など

　大勢の観光客をお迎えして、春の平泉寺を巡る散
策ツアーが行われました。参加者は春の日差しを浴び
ながら、荘厳な白山平泉寺の魅力を堪能しました。

来館者70万人突破！
■４月27日　ゆめおーれ勝山

　平成21年７月18日に開館したゆめおーれ勝山が、
来館者70万人を超え記念セレモニーが行われまし
た。白木保育園園児22人もお手伝いをして、くす玉
が割られました。

「さつき」の花咲く！
■５月１日　市役所

　「さつき」をテーマに行った平成27年成人式が、
新成人式研究会主催の第15回成人式大賞2015にお
いて、３年連続の優秀賞を受賞しました。その報告
を実行委員長の岩佐宥太郎さん（22）＝荒土町伊波
＝が市長に行いました。

恐竜博物館行事案内

行ってみよう

湯ったり勝山
　4月15日に「輪なげ講座」を開催しました。
公式の輪なげルールをボランティアの前川巧さ
んにご指導いただきました。輪の投げ方や点数
のつけ方などを教えていただいたあとは、参加
者が順番に輪なげにチャレンジし、点数を競い
合いました。皆さん楽しみながら、一生懸命に
挑戦しましたよ！最高得点は246点でした。
湯ったり勝山では、毎月輪なげ講座を開催して
います。初めての方もお気軽にご参加ください。
　日程は下記へお問い合わせください。

問　湯ったり勝山　☎88 ｰ 3722
　　地域包括支援センター「やすらぎ」

（すこやか内）　☎87 ｰ 0900

問　県立恐竜博物館　☎88 ｰ 0001
　　http://www.dinosaur.pref.fukui.jp/

「親子で恐竜メッセージ
ボードをつくろう！」

「なぞの恐竜を研究しようⅢ」

5月27日㈬、6月10日㈬

「地球と生命の物語② 
アンモナイト・貝類たちの世界」

5月24日㈰
恐竜ふれあい教室

6月7日㈰
博物館自然教室

6月14日㈰
博物館セミナー

※ 詳しくは恐竜博物館のホームページを
ご覧ください

休館日の
お知らせ
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盛大にお茶会開催
■４月19日　勝山城博物館

　今年度で９回目を迎えた、勝山城清明茶会が開催
され、大勢の来場者で賑わいました。日本の伝統文
化の1つ、茶道を通じて和やかな一時を楽しんでい
ました。

防犯ブザーを寄贈
■４月３日　市役所

　４月に新１年生となる小学生175人を対象に、福
井エフエム放送株式会社から防犯ブザーが勝山市に
寄贈されました。入学式の後、新１年生に配られま
した。

生徒の安全を守る
■４月８日　勝山南部中学校

　新１年生74人に、勝山市職域防犯協会より、防犯
ブザーを贈呈しました。勝山市内中学校の新１年生
全員（194人）に贈呈され、今回で８年目になります。

「かつやまディノパーク」オープン！
■４月24日　かつやま恐竜の森

　生い茂った森の中に24体の実物大恐竜と遭遇でき
る、ウォークスルー型アミューズメント施設「かつ
やまディノパーク」が開園し、オープニングセレモ
ニーが開かれました。

黄
色
の
帽
子
で
、
交
通
安
全

■
４
月
６
日　

成
器
南
小
学
校

　

４
月
に
新
１
年
生
と
な
る
52
人
に
、
新
入
学
児
童
の
交

通
安
全
を
目
的
に
勝
山
市
・
勝
山
交
通
安
全
協
会
が
合
同

で
黄
色
の
安
全
帽
子
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

市
内
を
疾
走
！
走
り
や
ん
こ
開
催

■
４
月
13
日　

市
内

　

春
季
消
防
訓
練
が
立
川
町
一
帯
を
会
場
に
開
催
さ
れ
、
市

内
各
消
防
団
員
に
よ
る
、
毎
年
恒
例
の
走
り
や
ん
こ
も
行
わ

れ
ま
し
た
。
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毘
沙
門
の
金
燈
籠

　

通
称
毘
沙
門
の
金
燈
籠
と
い
わ
れ
市
の
指
定

文
化
財
と
な
っ
て
い
る
。
正
式
に
は
秋
葉
神
社

常
夜
燈
と
称
す
る
の
が
正
し
い
と
思
わ
れ
る
。

灯
籠
を
さ
さ
え
る
台
座
部
分
の
傷
み
が
激
し
い

と
い
う
こ
と
で
補
修
移
転
の
話
し
合
い
が
行
わ

れ
て
い
る
。
こ
の
際
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
町
の

シ
ン
ボ
ル
と
い
わ
れ
た
こ
の
灯
籠
の
由
来
と
、

歴
史
を
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

金
燈
籠
は
本
町
通
に
万
延
元
年
（
１
８
６

９
）、
袋
田
町
・
沢
町
・
長
淵
町
の
秋
葉
神
社

氏
子
70
余
戸
が
寄
贈
し
建
設
さ
れ
た
。
明
治
に

入
る
と
袋
田
区
の
年
番
が
毎
夜
点
火
し
、
毎
年

春
秋
に
は
金
燈
籠
祭
り
も
行
わ
れ
勝
山
名
物
と

し
て
親
し
ま
れ
て
き
た
。
明
治
29
年
（
１
８
９

６
）
の
大
火
以
後
も
、
交
通
の
最
も
激
し
い
勝

山
銀
行
前
の
四
ツ
辻
に
立
っ
て
い
た
。
し
か
し

大
正
12
年
（
１
９
２
３
）
頃
か
ら
青
物
夜
市
が

袋
田
区
で
開
か
れ
る
よ
う
に
な
り
、
車
馬
や
自

動
車
の
通
行
の
妨
げ
に
も
な
り
邪
魔
に
な
る
と

し
て
昭
和
元
年
（
１
９

２
６
）
頃
に
毘
沙
門
境

内
に
移
転
さ
れ
た
。

　

燈
籠
に
は
常
夜
燈
と

あ
り
、
上
段
か
ら
順
に

金
光
山
見
性
院　

現
主

活
道
智
伶
、
越
中
高
岡

の
鋳
物
師
２
人
の
名
、

世
話
人
と
し
て
「
梅
田

伝
兵
衛　

玉
木
理
太
良　

澤
屋
喜
兵
衛　

炭
屋
喜

兵
衛
」
な
ど
28

人
の
名
前
が
記

さ
れ
て
い
る
。

秋
葉
神
社
は
見

性
院
の
境
内
に
鎮
守
と
し
て
建
立
さ
れ
た
神
社

で
、
見
性
院
は
文
政
13
年
（
１
８
３
０
）
に
開

善
寺
の
隠
居
所
と
し
て
長
淵
町
の
浄
土
寺
川
左

岸
に
創
建
さ
れ
た
。

　

秋
葉
神
社
の
史
料
は
天
保
14
年
（
１
８
４
３
）

９
月
の
項
に
、「
見
性
院
鎮
守
秋
葉
山
再
建
ニ
付

三
町
共
勧
化
御
廻
り
」（
仙
田
家
「
用
留
」）
と

み
ら
れ
る
。
安
政
６
年
（
１
８
５
９
）
の
史
料

に
も
「
見
性
院
境
内
秋
葉
社
常
夜
灯
建
立
ニ
付

金
壱
両
弐
分
三
ケ
年
ニ
寄
附
」（
松
屋
「
永
代
記

録
」）
と
あ
る
。
見
性
院
境
内
に
建
て
ら
れ
る
は

ず
の
常
夜
燈
が
な
ぜ
四
ツ
辻
に
建
て
ら
れ
た
の

か
は
不
明
で
あ
る
。秋
葉
神
社
は
火
防（
ひ
ぶ
せ
）

の
神
と
し
て
知
ら
れ
、
何
度
も
大
火
に
見
舞
わ

れ
た
町
で
は
、
常
夜
燈
を
信
仰
の
対
象
と
し
て

町
の
中
心
に
設
置
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

　

空
き
家
の
目
立
つ
民
家
の
利
用
も
含
め
、
か

つ
て
町
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
っ
た
金
燈
籠
を
、
町

の
活
性
化
に
何
と
か
生
か
す
知
恵
が
欲
し
い
。

あ
わ
せ
て
今
一
度
青
物
夜
市
を
復
活
さ
せ
ら
れ

な
い
だ
ろ
う
か
。
17
世
紀
か
ら
4
0
0
年
近
く

本
町
通
の
中
央
を
流
れ
て
き
た
水
路
を
一
部
で

も
復
活
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。
七
里
壁
の
一
部

を
復
活
さ
せ
湧
き
水
（
清
水
）
を
流
す
工
夫
が

で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。

 

市
史
編
纂
室　

山
田　

雄
造

「思春期」
「えんぴつ太郎の

ぼうけん」「主夫になろうよ！」

小手鞠　るい／著
講談社

佐藤　さとる／作
鈴木出版

佐川　光晴／著
左右社

　中学１年生になったばかりの「わたし」。でも、
行きたくない場所は…学校。「未来は明るい」だ
とか「若さはすばらしい」などという一般的な思
い込みとの狭間で、自分の価値や生きる不安に
ゆれながら日々を送っている。秘密、孤独、嫉妬、
後悔、自己嫌悪…いろんな痛みが交錯する小説。

　男の子のお気に入りだった小指ほどの「えん
ぴつ太郎」。ある日、机の下の隙間に落ちてし
まったところ、トランプのジョーカーに魔法をか
けられて顔と手足がつきました。話したり歩いた
りできるようになったえんぴつ太郎の、つかの
間だけどハラハラドキドキする冒険物語です。

　著者は主夫歴20年。家事と育児が趣味の
作家である。男が家事をすることについて、
主夫の24時間、主夫の悩み相談などを通し
て、楽しみながら生きる秘訣を伝授する。
　独身男性の10人に１人が主夫になりたい、
と答える時代の新しい生き方を提案する。

一般図書 中高生図書 こども図書

勝山市立図書館　☎88－6000
ホームページ　http://tosyokan.city.katsuyama.fukui.jp/おすすめ図書おすすめ図書

件数内訳 平成27年４月末 前年比

総件数 １７１件 －９件

人身事故
（うち高齢者）

１２件
（３）

－８件
（－１）

死　者
（うち高齢者）

０人
（０）

０人
（０）

傷　者 １３人 －１１人

物損事故 １５９件 －１件

５月の納税

３月末現在 自 然 動 態 社 会 動 態 ４月末現在 月間増減出生 死亡 計 転入 転出 計
男 11,820人 3 －15 －12 17 －35 －18 11,790人 －30人
女 12,934人 7 －13 －6 23 －38 －15 12,913人 －21人
合　計 24,754人 10 －28 －18 40 －73 －33 24,703人 －51人
世帯数 8,084世帯 8,076世帯 －8世帯

人口の動き

軽自動車税▶第1期　
納期限▶6月1日㈪　口座振替▶5月26日㈫

交通事故発生状況
※高齢者＝65歳以上

石
碑探

訪

石
碑探

訪24
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こ
ん
な
と
き
ど
う
す
る

こ
ん
な
と
き
ど
う
す
る
??

　

基
本
的
に
薬
は
水
、
ぬ
る
ま

湯
と
一
緒
に
飲
み
ま
す
。
し
か

し
、
苦
み
が
苦
手
な
乳
幼
児
は

飲
ん
で
く
れ
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
。

　

今
回
は
、
病
気
を
治
す
た
め

の
薬
を
し
っ
か
り
飲
ま
せ
る
コ

ツ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

シ
ロ
ッ
プ
剤
の
飲
ま
せ
方

　

容
器
を
軽
く
振
っ
て
混
ぜ
合

わ
せ
て
か
ら
指
示
さ
れ
た
量
を

容
器
に
移
し
ま
す
。
付
属
の
カ
ッ

プ
で
飲
め
な
い
乳
児
は
ス
プ
ー

ン
で
舌
の
奥
に
流
し
込
ん
だ
り
、

ほ
乳
瓶
の
乳
首
に
入
れ
て
飲
ま

せ
ま
す
。

粉
薬
の
飲
ま
せ
方

①
ご
く
少
量
の
水
で
練
る

　

１
〜
２
回
で
飲
み
終
わ
る
量

に
な
る
よ
う
に
ペ
ー
ス
ト
状
に

練
り
、
指
先
で
お
子
さ
ん
の
上

あ
ご
や
頬
の
内
側
に
付
け
て
水

を
飲
ま
せ
ま
す
。
舌
の
上
だ
と

苦
味
を
感
じ
て
吐
く
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

②
好
き
な
食
べ
物
に
混
ぜ
る

　

ヨ
ー
グ
ル
ト
や
ア
イ
ス
ク

リ
ー
ム
、
プ
リ
ン
な
ど
に
混
ぜ
て

食
べ
さ
せ
ま
す
。
薬
を
食
べ
物

で
挟
む
と
食
べ
や
す
く
な
り
ま

す
。
薬
に
よ
っ
て
は
混
ぜ
る
と
苦

味
が
強
く
な
る
物
も
あ
る
の
で

薬
剤
師
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

主
食
（
ミ
ル
ク
、
ご
飯
、
パ

ン
な
ど
）
や
主
菜
（
肉
、
魚
、
豆

腐
な
ど
）
と
い
っ
た
、
お
子
さ
ん

に
必
要
な
栄
養
を
摂
る
食
べ
物

に
混
ぜ
る
と
嫌
い
に
な
る
場
合

が
あ
る
の
で
や
め
ま
し
ょ
う
。

そ
の
他
の
工
夫

①
薬
を
飲
む
タ
イ
ミ
ン
グ

　

食
後
に
お
腹
が
一
杯
に
な
る

と
飲
め
な
く
な
る
子
も
い
ま
す
。

処
方
箋
に
は
食
後
と
書
い
て
あ

る
薬
で
も
お
医
者
さ
ん
に
確
認

し
、
食
事
や
授
乳
の
前
に
飲
ま

せ
る
こ
と
も
１
つ
の
方
法
で
す
。

②
薬
を
飲
め
た
ら
褒
め
る

　

き
ち
ん
と
飲
め
た
ら
大
げ
さ

な
く
ら
い
に
褒
め
て
あ
げ
て
く

だ
さ
い
。
お
子
さ
ん
の
自
信
に

つ
な
が
り
ま
す
。

こ
ん
な
時
ど
う
す
る
？

①
薬
を
飲
み
忘
れ
た
ら

　

飲
み
忘
れ
に
気
付
い
た
ら
、

で
き
る
だ
け
早
く
薬
を
飲
ま
せ

ま
し
ょ
う
。
次
の
薬
を
飲
む
時

間
が
近
い
と
き
は
、
１
日
に
飲

む
回
数
に
よ
っ
て
時
間
を
遅
ら

せ
ま
す
。

•
１
日
３
回
飲
む
薬
↓
４
時
間

•
１
日
２
回
飲
む
薬
↓
６
時
間

•
１
日
１
回
飲
む
薬
↓
８
時
間

　

２
回
分
を
一
度
に
飲
む
と
副

作
用
が
起
き
や
す
く
な
り
ま
す

の
で
絶
対
に
飲
ま
せ
な
い
で
く

だ
さ
い
。

②
薬
を
吐
い
て
し
ま
っ
た

　

薬
を
飲
ん
だ
直
後
に
ほ
と
ん

ど
吐
い
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、

30
分
ほ
ど
経
っ
て
吐
き
気
が
落

ち
着
い
て
か
ら
、
も
う
一
度
飲

ま
せ
ま
す
。
少
量
の
場
合
や
服

薬
後
30
分
以
上
経
っ
て
い
る
場

合
は
、
再
度
飲
ま
せ
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
服
薬

の
度
に
吐
く
よ
う
で
あ
れ
ば
医

師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

③ 

症
状
が
良
く
な
っ
た
の
で
飲

ま
な
く
て
い
い
？

　

医
師
に
処
方
さ
れ
た
薬
は
、

必
ず
指
示
通
り
に
飲
ん
で
く
だ

さ
い
。
薬
に
よ
っ
て
は
症
状
が

治
ま
っ
て
い
る
だ
け
で
、
病
気

が
治
っ
て
い
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

問   

健
康
長
寿
課（
す
こ
や
か
内
）

☎
87
‐
０
７
７
７

乳
幼
児
の
薬
の
飲
ま
せ
方
編

「
急
病
時
の
対
応
」
番
外
編

「
急
病
時
の
対
応
」
番
外
編

普
通
救
命
講
習
の

お
知
ら
せ

　

皆
さ
ん
の
大
切
な
家
族
、友
人
、

知
人
が
目
の
前
で
倒
れ
た
時
、
命

を
救
え
る
の
は
一
番
近
く
に
い
る

あ
な
た
で
す
。
ご
家
族
で
、
友
達

と
、
ご
近
所
さ
ん
と
、
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
ｅｰ

ラ
ー
ニ
ン
グ
で
の

受
講
も
可
能
で
す
。
詳
し
く
は
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
「
普
通
救
命

講
習
」
を
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

と　

き
▼
毎
月
最
終
日
曜
日

　

午
後
１
時
〜
４
時

※ 

ｅｰ

ラ
ー
ニ
ン
グ
は
毎
月
最
終

土
曜
日
の
午
後
１
時
〜
３
時

と
こ
ろ
▼
消
防
署

※ 

開
催
日
が
変
更
、
中
止
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前

に
消
防
署
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い

問　

消
防
署　

☎
88
‐
０
４
０
０ 普通救命講習の様子


